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   This report deals with a case of metastatic arcinoma of thyroid gland originated from 
the right kidney seen in 72-year-old female. The patient had two episodes of asymptomatic 
gross hematuria during the last seven years. A diagnosis of the right renal tumor was made 
by urological work-up. About two months after the right nephrectomy, she noticed of a 
painless welling on anterior neck. It was surgically removed and was pathohistologically 
proved to be metastatic arcinoma of thyroid gland originated from the kidney.
緒 言
Grawitz腫瘍 による続発性甲状腺癌 は 比較
的稀れで,MayoClinicPで甲状 腺腫 の手術
45,421例中Grawitz腫 瘍 よりの甲状腺転移
癌はわずか2例 であつた と云 う.最 近我 々の教
室 で甲状腺に転移性 癌を起 したGrawitz腫瘍











入院時所見:体格中等度,栄 養梢不良,顔 面 は蒼
白,頸部及び胸部に異常所見を認めず,腹 部は平旦で
肝は1横指触れ,右腎は下極を2横指触れ表面平滑,
圧 痛は な い.左 腎 は1横 指 触 知 す る以 外 異常 な し.鼠
径 部 に股 動 脈 音 を聞 く も,下 肢 には 浮 腫 は な い.血 圧
は210～OmmHg.
血液 所 見:赤 血 球 数333万,血 色 素 量42%(Sahli),
白血 球 数6,900,白血 球 の百 分率 に 異 常 は ない.ヘ
マ ッ トク リッ ト値26。0%.
血液 化 学及 び肝 機 能 所 見:NPN29.5mg/dl,TotaI
Protein6.2g/dl,クレアチ ニ ン0.75mg/dl,血清電 解
質 は正 常,BSP検 査 は5%(30分),コ バル ト反 応
3,カ ドミウム反 応9.
腎機 能 所 見:PSP検 査 は15分値19%,30分値31%,




尿所 見=血 性 掴濁,ア ル ヵ リ性,蛋 白(桝),糖
(一),ウ ロ ビ リノー ゲ ソ正常.沈 渣 で は 赤血 球(帯),
白 血球(+),上 皮(+),球 菌(一),粁 菌(+),
膀 胱 鏡 所 見:膀 胱 粘 膜 に異 常 な く,後 三 角部 に 小指
頭 大 の憩 室 を 認 め る.両 側 尿 管 口は 正 常 で,右 尿管 口
よ り血 尿 の排 泄 を認 め た.青 排 泄 は 正常.尿 管 カテ ー
テ ル法 は 両側 と も25cm迄挿 入 可能.逆 行性 腎孟 撮影



















































の予後を比較 して前者の場合の悪 い事を挙 げ,
Venousthrombusの存在す る時は既に血流 に
よる転移 が起つているもの と解 した.こ れに反
してVermooten5)はClearcellcarcinoma
ではVenousthrombusは積極的に静脈を犯す
ものではな く,そ の附着部か ら腎内の生長 と同
じように偽膜 を被つたまま静脈内 を連続 して延
びて行 くもので,必 らず しも遠隔転移 の存在を
考 える必要はない と云 う.こ のように相反す る
見解が あつて未だ未 解決 であるが,た とえ遠隔
転移 があるに してもその進展は甚だ緩慢 な場合
が存在す る事 は明 らかである.淋 巴行性拡大に
ついては,柿 崎6}は腎癌に於いて腎茎淋巴腺を
犯 した ものが14例中4例(28.4%),腫 瘍表面
が浸潤性或は細胞巣形成傾向のもの が6例 あ
り,こ れ等 も淋巴行性 でないとは云えないか ら
腎癌に於 ける淋巴行性拡大が必ず しも少 くない
と云つている.
腎癌では臨床的 に無症状で長い経過を とるの
もあれば,未 だ原発巣が明 らかでない早期 に遠
隔の部位 に転移を来た し,転 移巣の組織学 的検
査か らはじめて腎腫瘍に気付 く事 も珍 らしくな
い.腎 癌 で腎摘 出20年後に小腸の転移巣が発見
された例7)や,22年間 も心臓に転移巣を形成 し
なが ら生存 していた症例B)も報告 され てい る.
Nalle9)は58例の腎腫瘍に就いて臨床症状を調
査 した結果,泌 尿器系以外の症状を主訴 とせ る
もの42%,Melicowlo)は577例の内183例(31.7
%)が 非定型 的症状を呈 した と云つている.
扱 て,腎 癌が早期に遠隔 に血行性転移を起す
ことは良 く知 られ た事実である.そ の著明な転
移部位はTable1の如 くで肺,局 所 リンパ腺,
骨 などに多 い.我 々の症例の様に,転 移頻度の
極 めて高い肺,そ の他 の臓器へ の明 らか な転移
を認めない まま,頻 度の低い甲状腺へ転移を来
た した事は興味深い.一 般 に悪性腫瘍の血行性
転移 が甲状腺に起 るためには,流 血 中に入つ た
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ず肺 を通過 せねばな らないが,こ の転移機構に
関してBaker11)は次の可能性 を提示 している.
1)小 さい腫瘍細胞群は充分肺毛管血管を通
Cn,大動脈系 に入 り得 る,2)肺 転移巣は存在
す るが,極 めて小 さい場合には肉眼 的 に は 勿
論,組 織学的に も見逃 され得る,3)心 臓中隔
欠損症などがあつて奇異栓 塞を起す,4)大 静
脈系か ら椎骨静脈へ の逆流に伴 う逆行性転移が
あ り得 る(Batson)などである.又Willisi2)
Table2
は明 らかな肺 転移巣 のない症例で,剖 検によつ
て小肺動脈 の腫瘍細胞栓塞を発見 し,且 それ等
の細胞が往 々種 々の程度に変性又 は器質化 して
いるのを認 めて,肺 に転移巣を作 らない場 合の
理由 としている。同時に これ 等の肺栓塞細胞が
肺運動 に伴つ て容易に遊離 し,左 心系に入 る可

























































tes-Sarkom等を静注 し,血 行性転移を起 させ
た.こ の結果か ら彼は血行性転移 を起す腫 瘍細
胞は流血 中に殆ん ど常に見出 され,血 中の腫 瘍
細胞は全 ての臓器に到達 してお り,転 移好発部
位を決定す るのは腫 瘍細胞 の大 きさではな くし
て,そ の悪性腫瘍の性格 と転移臓器側 の態度 と
の相互 関係に よつ て決定 され るとしている.甲
状腺は転移性癌発生 の点に於 いては他 の臓器の
それ に比 して頻度 の低い ものであ り,腎 癌 より
の転移頻度か ら見 て親和性の低い臓 器 と 云 え
る.甲 状腺は人体 の中で副腎 に次いで動脈血に
富んだ臓器であ り,Burton-Opitzi4},Barcr-
ofti5)によれば重量比に して肝の20倍に も達す
ると云 う.こ の ように甲状腺 の高酸素濃度が,
主として嫌気性 代謝 を行 う悪性腫瘍の増殖 を抑
675
制す るのであろう.又Mayo'6)は転移性 甲状




示す如 く肺の4例 に次いで腎は2例 である.
Willis17)は文献上転移性甲状腺腫瘍47例 を
集め これに自験例10例を加えた57例について検
討を加えてい るが,こ の原発巣は乳癌,肺 及び
気管枝癌 とい う近接臓器が頻度の上位 を占め,
子宮癌,腎 癌等が これにつづいている(Table
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